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要 旨

情報モ デル地区の指定を受け, 希望する全家庭にパ ソ コ ンを配付した富山県山田村は, イ ンタ
ー ネ ッ

トをは じめとする情報技術の活用に独自のやり方で取り組んで い る｡ 本稿では , 1 99 7 年夏に実施され

た
｢ 電脳村ふれ あい 祭り｣ の企画の

一

つ で ある ｢ パ ソ コ ンお助け隊｣ の記録を通して , 村民と学生の

交流を支援とい う視点から追い かけてみ た｡ さらに, 外部講師による
｢ パ ソ コ ン講習会｣ にみ られる

村民相互 の 支援の実際も併せて報告する｡ そ こには, 外部の 様々 な支援を自らの 日常生活にうまく取

り入れ ながら, 楽 しみを忘れずに電脳化を進める村の姿がある ｡

キ ー ワ ー ド

山田村 支援 情報化 情報技術 イ ンタ
ー ネ ッ ト

1 山田村の電脳化
* 1

国から情報 モデル 地区と して指定を受け,

希望する各家庭にパ ソ コ ンが配布 された富山

県婦負郡 山田村は, 村民わずか2 , 000 人あまり

の , およそ 4 人 に1 人が65歳以上とい う高齢

化 の進 んだ過疎の村で ある ｡ 山田村の 電脳 化

の経過を辿っ てみると, 実に幸運なこ とに,

様々 な支援の形が半ば自然発生的に生まれて

きたことがうかがえる ｡ 幸運とい っ て しま っ

て は村民の努力がなか っ たように聞こ えるが,

決 して そうい うこ とで はなく, 努力と多く の

人 の関心とがうまく かみ合い電脳化 を押 し進

めてきたとい うこ とで ある ｡ 実際, 現在でも

電脳化 - の住民 の熱意は い まだ にさめや らな

い ｡ い や, ますます意気軒昂なとこ ろさえ感

じられる｡ い っ たい こ の ような熱気は どう し

て醸成されてきたの で あろうか ｡

すで に報告した現地調査 のなかで明らかに

な っ て きた要因がい く つ かあ っ た｡
1
･
2
) い まそ

れ を箇条書きすると,

o
一 部 の リ ー ダ ー シ ッ プを持っ た人がすで

に山田村に在住 して い たこ と

●すで にあ っ た住民組織が電脳化 の努力に

振り向けられた こと

● ボラ ンテ ィ ア精神 の学生たちが山田村に

や っ てきた こと

●村民 に全国か ら注目されて い るとい う気

概が生まれた こ と

●村役場が住民本位 のきめ細やかな対応 と

理解を示 した こ と

● い まだ っ かみきれて い ない が山田村がも

つ 特性がうまく作用 したこ と

などで ある｡
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本稿では , 上記 の現地調査以降に行われた

山田村で の 二 つ の 大きなイ ベ ン トを通 して ,

次第にそ の輪郭を現 しつ つ あるとわれわれ が

考えた
｢
山田村に おける電脳化 - の支援の特

徴｣ に つ い て報告する ｡ 今回の報告は , ほ ぼ

半年 (期間は1 997 年 7 月 か ら10月 まで) の 間

に起こ っ た山田村で の 支援の数々 の あり様を

丹念に辿るこ とによ っ て , 今現在山田村で起

こ っ て いる こ とに 関 して記録を残すというス

タイ ル で行う こ とにする｡ われわれ は ｢ 山田

村の電脳化 における支援の役割｣ とい うテ ー

マ で総合的な研究報告をまとめるとい う意図

を持 っ ており, 本稿は その 準備資料の
一

環と

して報告するも の である ｡

以下で なされ る詳細な報告で は , 次 の 2 点

に とくに注 目するこ とに した｡

1 ) ふれ あい 祭りを契機 とした, 学生による

パ ソ コ ンお助け隊の結成とそれに対する 山田

村の 対応 ｡ これに つ いて は第 2 章で詳述する ｡

2 ) 文化祭に 向けて の外部講師によるパ ソ コ

ン講習会に見られる村民がみ せた取り組み の

様子 ｡ 第 3 章をこ の報告に当て る｡

最後に全般的なわれわれの 簡単な感想を述

べ る こ とにする｡

2 学生 に よる支援

( ふれあい祭りを通して)

人 口2 , 0 00 人あまり の小さな山田村 - , 19 97

年夏全国から学生が集ま っ た｡ ｢ 電脳村ふれあ

い祭｣ に参加す る学生達で ある ｡ き っ か けは,

2 月 末にさか の ぼる｡ イ ンタ ー

ネ ッ トの 就職

関係メ ー リ ン グリ ス ト仲間では あるが全く面

識 の な い 5 人 の学生が, 話題 の 山田村を訪問

して高度情報化社会を考 え, 『就職にも役立て

られたら -

』 と気軽に ア ン ケ
ー ト持参でや っ

てきた ので ある｡ とこ ろが , そ こで 出会 っ た

も の は想像と現実 との ギャ ッ プ で あ っ た｡ 電

脳化に つ い て の勝手な思い込みによ っ てイ メ
ー

ジ して いた村をち ょ っ と調査 してみ ようとい

う気軽さと表面的な っ き合い で は村に入り込

′ト 郷 直 言

めず, む しろその 危険性 を思 い知 らされ たと

い う｡ そ して も っ と真筆な態度で交流を した

い と考えるようにな っ た ｡ そ して , 少 しで も

村の電脳化 の役に立ちた い との 呼びか けに集

ま っ た全国の 学生がボラ ンテ ィ ア と して 村民

の活動に協力 し, 生活 に密着 した情報化 の未

来に つ い て語りあうイ ベ ン ト ｢ 電脳村ふれあ

い 祭り
'

97 ｣ ( 以下
｢ ふれ あい祭り｣ と称す) を

開催するこ とになっ た の で ある｡

以下,
｢ ふれあい 祭り｣ を軸と した, 学生集

団と村の受け入れ組織の結成経過 , そ して支

援の 具体的内容 ( パ ソ コ ンお助け隊 の活動 に

代表される) とその 実態, さらには学生 と村

民 の交流に つ いて詳細に報告するこ とにする｡

2 . 1 活動 の 母体

(1) 学生集団の結成

19 97 年 2 月末に訪れ た学生たちが呼びか け

人 となり , 口 コ ミとメ ー リ ン グリス ト, およ

び ｢ ふれあい 祭り｣ の ホ ー ム ペ ー ジを活用 し

た仲間づく りが広が っ た ｡ 主な連絡手段 は電

子メ
ー

ル と直接合 っ て話 し合う ｢ オフ ライ ン

ミ
ー

テ ィ ン グ｣ ( オフ 会と略す) をうまく取り

入れ て 行われた｡ オフ 会は 関東, 関西 , 富山

の 3 カ所で数回ずつ 実施され , そ の討議内容

は, 即刻ホ
ー ム ペ ー ジで 紹介され, オ フ会に

参加 できない 学生も企画 の 主旨や準備状況な

どがわか るように配慮がなされた｡ こ の よう

に して , ふれ あい 祭り - 向けて の学生 の実行

組織がイ ンタ
ー

ネ ッ トを通 して 規模を拡大 し

ながら形作 られ て い っ た の で ある｡

(2) 村組織の結成

学生が
｢ ふれ あい祭り｣ の企画を山田村に

持ち込んだ とき, それ に対す る村民 の対応は

早か っ た｡ ボラ ンテ ィ ア と して村民 の電脳イヒ

推進 に協力 したい とい う学生 の気持 ちを率直

に受けとめ, 学生 の後押 しと手助けを しよう

と立ち上が っ たの は , ｢ えん なか クラブ｣ とい

う村の グル ー プ であ っ た ｡
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｢ ふれ あい祭り｣ は村民との 親密な コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ンがなければ学生だ けで は成り立

たない ｡ それ を察 したさまざまなグル
ー プや

仲間がそれならもっ と祭りのために
｢
こうりや

く｣ *
2
しようと

｢
こうりやく隊｣ が結成された｡

学生 と頻繁に相談 しながら
｢
こ うりやく隊｣

は学生と村民 が
一

体とな っ て楽 しめる山田村

ならで はのイ ベ ン トを次々 に企画 し, 実行す

る こ とになっ た ｡
｢
こうりやく隊｣ は, 3 3名で

あるが , 実際には パ ソ コ ンリ
ー グ
* 3
や家族 ･

友人を含めると多く の村民が祭りのために
｢
こ

うりやく｣ したこ とになる｡

2 . 2 こ うりやく隊結成の基盤

上記の ｢ えんなかクラブ｣ は, 次に述べ る

｢
山田村ふるさと塾｣ 第 2 期生 グル

ー プで
,

祭りの提案に対 してそれを村民 と して全面的

に サポ
ー

ト しようと受けて立 っ た の で ある｡

学生の企画を祭にまでもっ て いく原動力となっ

た こうりやく隊という組織が結成される下地

が村にはあっ たの で ある｡ それ は次の
｢
山田

村総合計画｣
3 )
の策定に端 を発する｡

● ふるさと塾

山田村総合計画 (199 3 - 2 002 年) は, 山田

村の豊か な資源 と空間を活 か した新 しい村作

り を模索し実現させ るために19 93年に作成さ

れた｡ そ の施策の
一

つ
｢
人づくりJ の

一

環 と

して
｢ ふるさと塾｣ があり, 山田村地域づく

り の学習と取り組みを進める狙 い で さま ざま

な研修や行事を体験させ るもので ある｡ 現在

は 3 期生を迎えて いるが, 特に今回の 祭り の

推進母体とな っ た 2 期生は, 20 歳代から50 歳

代まセの男性10 名, 女性 4 名 の計14 名の活動

的なメ ン バ ー で あ っ た ｡
* 4

● こうりやく隊の結成 -

ふれあい 祭りの話を直接役場が受ければ ,

祭りがどうしても役場主導となりがちで ある｡

そ こで , えん なか クラブの 中心メ ン バ
ー

に対

して
｢
学生たちが こん なこ とを企画 して い る

"i!i!

ら しい ｡ 村として は少 し面倒をみてやれない

もの か｣ とい う相談が持ちかけられ た｡

当初は, 学生たちが祭り の提案を し, 自主

的に支援活動をするとい うことに, 村と して

も多少助けようという心づ もりだ っ たの が,

えんなかクラブを中心 に祭りの 規模が大きく

なり, それなら, 村の中で 祭り を応援する看

たち自身も楽 しもうで はな いか ということに

なっ て い っ た ｡ こうした事の流れにな っ たの

にはえんなかクラブ の母体で あ っ たふるさと

塾という基盤ができて い た ことが大きく幸い

した｡ こ の企画は, その ほ か の グル ー プ - 広

がり,
｢ 牛岳物産｣ や

｢ 同窓生｣ , 仲 のよ い主

婦が集ま っ て できた
｢ パ ソ コ ングル ー プ｣ な

どを巻き込み,
｢
こうりやく隊｣ という名前が

付けられた｡ その 後
｢ こうりやく隊｣ を

｢ こ

うりやくする グル
ー プ｣ も発生 し総勢4 0 - 5 0

名にもな っ た ｡

こう して全国から集まる学生と の交流を目

指 した富山県山田村ならで はの 企画 を立て ,

日本でもはじめて とい う電脳化を推進する祭

り を行い , 村民 たちも同時に楽 しもうという

ユ ニ ー

クな事業が開始されることとな っ たの

である｡

2 . 3 電脳ふれあい 祭り

｢ ふれあい 祭り｣ は, 19 97 年 7 月2 6 日から

8 月 3 日まで 実施され , 多い 日 には10 0名を超

える学生が山田村を訪れた｡ こ の祭りは, 学

生が村の電脳化を支援するとい う目的を持ち

ながら, イ ベ ン トは双方が企画 し助け合い ,

期間中? 学生の 生活 は, 受け入れる村が宿泊

や車の 手配等日常の細か い とこ ろで支援する

という形を自然に取る こ ととなっ た ｡ 以下 臥

そ のふれ あい祭り の様子 で ある｡

ふれあい 祭り の意義と主旨は, パ ン フ レ ッ

トに は次の ように記され て い る｡

『 -

来る夏, 少 しで も山田村の 役に 立ち

たい と集ま っ た学生が, ボラ ンテ ィ ア と
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して村民の 活動に協力 し, 生活 に密着 し

た情報化 の 未来につ いて語り合うイ ベ ン

トを開催 します｡ 情報化の 先に ある ｢ ふ

れ あい｣ の ある交流を通 じ, 情報化社会

の未来を考えたい とおもい ます｡ 』

ふれあ い祭りプロ グラム は次の 3 つ の柱を

設けて進められ た｡ 1 ) と 2 ) は学生が, 3 ) は

村が主に企画を担当する こ とにな っ た｡

1 ) パ ソ コ ン お助け隊が中心となり
｢
山田村

の情報化 をお助けする｣

こ こ で の パ ソ コ ンお助け隊の企画は , こ の

祭り の原点で ある の で2 . 4 節で述べ る ｡

2 ) ｢ 情報化社会の 理解を深 める｣

これ は講演会と座談会という形式で行 われ

た｡

｢イ ンタ ー ネ ッ トと法律｣ ｢ 福祉と医療｣
｢
情

報通信 ･ マ ン マ シ ンイ ンタ フ ェ ー ス ｣ の 3 つ

の勉強会や座談会が企画され , 祭りの後も現

在に い たるまで 各々 の メ
ー リ ングリス トの 中

で引き続き討議されて いる ｡

3 )
｢
村民 と交流する｣ ための さま ざまなイ ベ

ン ト企画

星空ウオ チン グ, ふれ あい ス ポ ー ツ , 山田

川で魚捕り, 星空地酒パ ー

テ ィ , ほん こ さま

体験, 吸血昆 虫 (おろろ) 実体験, 山村百姓

体験, 牛岳早朝登 山, 体験郷土料理 , ふれ あ

い 学級交流参加, パ ソ コ ン オリ エ ンテ
ー

リ ン

グ白滝姫を探せ など, 盛りだくさんの企画で

学生たちを迎えた｡

これ ら学生企画 プ ロ グラム と村民企画 プロ

グラム とも, 学生 と村民 の双方か ら担 当者を

出 し, 連絡 しあいながら運営されて い っ た
.
｡

期間中, ホ
ー ム ペ ー ジ上に祭り の様子や プ ロ

グラム 内容 が報告され ており, 学生 の ホ
ー ム

ペ ー ジの みならず, こうりやく隊の ホ
ー ム ペ ー

ジも作成されるなどの盛り上がりをみせた ｡
* 5

2 . 4 パ ソ コ ン お助け隊

パ ソ コ ンお助け隊は , パ ソ コ ン使用 の 援助

小 郷 車 言

を求めた家庭にそれぞれ の家庭 の要望とパ ソ

コ ン の 熟達度の違い に合わせた相談に の る こ

とを活動目的と して い た｡ そ して , その 家庭

に出向き対面による支援活動を実践 した ｡ そ

の ことが村に大い に受け入れられ, 理解され

てい っ た特筆すべ き点である｡ こ の活動は, ｢ ふ

れあい 察｣ に と っ て基礎になる活動で あり,

他のイ ベ ン トとは別 に基本的に学生全員が参

加するもの として準備が進められ, 活動に携

わ っ た学生は約7 0名で あ っ た｡

2 . 4 . 1 お助 け隊運営

(1) 学生側運営

祭りの 初日に実施されたお助け隊向け講習

会では , 村の状況 が説明され ,
｢
せか さな い ｡

あせ らない ｡ 学生 がい なくな っ てもで きるよ

うな配慮を｣ という村から の要望をもとに,

基本的な活動内容 (訪問先の確認, 訪問カ
ー

ド, お助け内容, 運営の仕方, 山田村事情)

などの確認がされた ｡

学生 は, お助けを希望する村の約7 0軒の 家

庭を, 毎日夜 6 時から 8 時の 2 時間の予定で ,

2 - 3 人 の ペ ア を組んで 各家庭を訪問 した ｡

お助け した学生は の べ2 00名ほ どに なるが, 祭

りの全期間を通 して参加 した学生は少 なく,

経験者と新隊員の組み合わせで訪問 した｡ 訪

問する家庭と, 担当学生 の組あわせは , 前日

まで に学生隊の本部がある桂寮 の掲示板に張

り出される｡ (図 1 )

図1 パ ソ コ ンお助け隊掲示板
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各学生 は, 前日の ミ
ー テ ィ ン グとその 計画

表をもとに, 事前に準備をして訪問する こと

にな っ て い る ｡ しか し, 各家庭の都合に完全

に合わせる形で の 隊員の手配がつ かず苦労 し

たり, 途中参加 の 学生や期間終了前に帰る学

生な ども多く , 隊員 - の講習は個々 の学生同

士 の助け合 いで なされて い っ た｡

そうした状況を修正 したの が, 連日 の お助

け訪問記録と夜の ミ
ー

テ ィ ン グで ある｡ 各学

生はお助けした家庭の事情や状況, どの よう

なお助けを したか を記録し, 夜遅くまで ミ
ー

テ ィ ン グを し, さまざまな問題点や工夫, よ

か っ たこ と, 困 っ たこ とを互い に話しあうこ

とで , 新しい 隊員 - の 講習や次の 日 - の糧と

して い っ た｡ 例えば, ネッ トワ
ー クを組む家

庭にはメ ー ル を事前に送っ て おくと効果的で

ある とか, P P P 接続にはお金がかかる ことを

注意する , 設定に時間をか けすぎない で ソフ

トの使い 方に時間をかける べ き (そう しない

と興味が薄れて しまうから) な どが, 実際に

お助けした学生から発せ られた意見であ っ た｡

他にも , 『操作説明で終わ っ て しま っ た ｡ 食事

で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をと っ た｡ /J ､ 学校 6 年

生 の算数の 宿題 をやらされた｡ お じい さん用

に コ ン ピ ュ ー タを使い やすく設定した ｡ 趣味

の 車の ホ
ー ム ペ ー ジを 一

緒に見た｡
｢隣の人が

希望 したか らパ ソ コ ン を希望 した ｡ 隣の人が

呼んだから私たちも呼んだ｡ ｣ と言われた ｡ 』

などの意見が寄せ られ た｡ さまざまな家庭の

様子 と山田村の状況を実際に肌で感じた様子

がい きい きと記されて い た｡

お助け隊の 日程がすべ て終了 した時点で は,

ほ ぼ予定通りに訪 問で き, 結果的には重複す

る家庭もいれ て80 件 (村全体の1/ 5) をお助け

隊員7 0人がまわっ たこ とにな っ た｡ しか し,

村で は マ ッ クが多く , 学生はウ イ ン ドウズ使

用者が多か っ たの で支援 しづ らか っ たこ と,

パ ソ コ ンリ ー ダ ー との連携が非常に大切であっ

たこ と, 希望家庭が多く同じ家庭を何回も訪

問するこ とができなか っ たこ と, 日程がき つ
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か っ た ことなどが反省点と して あげられて い

る ｡

(2) 村の準備

どの家庭がお助け隊の派遣を希望するか の

調査は, 村の 各パ ソ コ ンリ
ー ダの助けを借り

て行われ , 70 件を超える家庭からお助け隊
-

の希望が寄せ られた ｡ 村で は, それ に先駆け

て , 6 月 にようやく全家庭にイ ンタ
ー ネッ ト

が接続出来るようにり, 基本的なソフ トをま
±:= i

とめたC D - R O M と ｢ 山田村ネッ トワ
ー ク ソフ

ト設定 マ ニ ュ ア ル｣ を作りあげたとこ ろで あ

る ｡ これから各家庭で接続が本格的に始まる

の で ある｡ こ のC D - R O M には, P l a n n et P P P ,

ネ ッ トス ケ ー プ, ユ
ー ドラ, フ エ ッ チ の 4 つ

のソフ トが組み込まれて おり, 今回の希望に

は, この接続の手助けをと願う家庭が多く ,

村と して もお助け隊の支援活動を借りて接続

済みの家庭を増やしたい という意図もあっ た｡

2 . 4 . 2 パ ソ コ ン お助け隊の記録

( 筆者同行記)

筆者の 1 人は, 学生企画の お助け隊の
一

員

と して 4 日間に亘り 4 軒の 家庭を訪問した｡

4 軒は, 村にある23 の 地区の うち, 清水, 若

土, 中瀬, /J ､ 谷とい う地 区で ある｡ 本節で は,

家の中の パ ソ コ ン の状況, 置場所, 使われ方,

家族, 学生との会話, 学生の 教え方, 家の 人

の反応などを, 支援とい う視点か ら報告する｡

以下で示 した家の見取り図は, 筆者が 目に し

た家の
一

部で あり, 生活の中で パ ソ コ ン がど

の ような位置に置かれて い るか記して おくた

めのも ので 図は正確なもの とは言 えな い ｡
* 6

(1) 7 月27 日(日)18 時 - 2 1 時30 分

お助け隊の初日に同行する学生 の 1 人は,

関西学院大学の院生で社会情報学を専攻 して

いるとい う｡ もう1 人は音大人文 4 年生で あっ

た｡ 2 人はP P P 接続担当とM A C の使い方担当

とあらか じめ決めて おり頼も しい ｡ 訪 問先は
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村の 西に ある清水地 区の家庭で , ネ ッ トワ ー

ク接続と電子 メ ー ル の 設定 を希望 して い る｡

女関を入ると広 い廊下が続きその 隣りに居間

が あり, パ ソ コ ン は居間の続き の部屋に畳 の

座り机の 上におかれて い る . ( 図 2 )

図 2 パ ソ コ ン の置場所(1)

お助け隊が実施 した内容は, ワ
ー プ ロ (文

字入力) と写真の 張り付け, イ ンタ ー ネッ ト

接続と電子メ ー ル 設定で あるが, 以下学生と

家族の様子を記する｡

′J ､学生 と中学生 の子供 5 人がパ ソ コ ン で遊

んで いる
｡ 依頼者で ある家長 (お じい さん)

は, 子供たちをに こ に こみて い るだけで , お

ばあさんは , コ
ー ヒ ー

や西瓜, おせん べ い な

どい ろい ろ気 をつ か っ て用意に忙しい ｡

まずは, ワ ー プ ロ を した い という強い要望

が出て , イ ンタ
ー ネ ッ ト接続は後に して , ク

ラリス ワ
ー

クス
* 7
を立ちあげる｡

｢ お兄ちゃん

がひ とつ やっ て みるか ら, 続い て
一

緒に しよ

う｣ ｢字の大きさも変えるこ とができるんだよ｡

大きく したい字はあるかな? ｣
｢
名前!!! ｣ ｢ じや

マ ウ ス をこ こ にも っ てきて , 押 したままず -

と摸にも っ て きて 大きく したい名前を黒く し

よう｡

- - -

｣ な ど｡ 相手 の様子 をみながら教

える態度に感心する ｡

文字 の入力 の後 , ドロ ー 機能を使 っ て はが

きを作 っ てみ る｡ そ の 際, 備 え付けられて い

るカメ ラ (T V 会議 シ ス テ ム) で写真を撮り ,

は がきに 張り付ける ｡ 印刷 されたも の をみて

家族 中が大感激で ある｡ 操作が分か るとか 分

か らない とか はともかく ,
｢
自分の家の パ ソ コ

小 郷 直 音

ン でも こん なこ とが出来る のだ｣ とい うこ と

に感動 して いる ｡ それまで , 黙 っ て い たお じ

い さん ｢ コ ピ ー や ら ドロ ー や らパイ ン ト ( ペ

イ ン トの こ と) や ら, 言葉おぼえんなん がい

ね｡ なん ちゅう難 しい もん や｡ ｣ と感想を述 べ

る ｡

子供 が 5 人 いる と, そ の中で もい ろい ろレ

ベ ル の差がある｡
よくで きる子は , 端末 の前

を占領 し, あまり出来 ない 子は遠目にみて い

る ｡ しか し, や っ てみたい と思う気持ちはあ

るようで ,
｢
今度は君がお兄 ちゃん の貫う通り

や っ てみて｣ とさそうと, うれ しそうにパ ソ

コ ン の 前に座る ｡ 言われた通りに, キ
ー ボ ー

ドを押 したり, マ ウ ス を動か したり しながら

も, なにか しらマ ッ ク の操作の仕組みを覚え,

新しい 言葉や新 しい 操作も徐々 に ス ム
ー ズに

な っ て いく｡ イ ンタ ー ネ ッ トに接続完了 しネ ッ

トス ケ ー プを立ちあげて 山田村の ホ
ー ム ペ ー

ジをみる ｡ 疲れて い た大人も
｢
ほ

-

, ほ
-

｣

と い い ながら食い入るように画面をみる｡

夜 9 時をまわるが, 本日の 最大テ ー マ であ

る電子メ ー ル ができるよう (村の方か らの 依

頼) と設定を続ける . 初めてみた電子メ ー ル

に は, 学生か らの メ
ー

ル を含め 3 通 の メ ー ル

が届 い ており, これにも家族中大喜びで ある｡

役場 のメ ー ル に返事をする方法を教えて今日

は終了する.

帰り際, 子供達は外孫で普段 は老夫婦 2 人

だけだと聞いて が っ くりするが, 情報セ ンタ
ー

の 岩杉さんから ｢ またメ ー

ル で もだ して くだ

さい ｡ 返事は 1 週間後か 1 カ月後か 1 年後か

わからないけ ど, 気長 にま っ てください ｡ ｣ と

言われ 山田村の ペ
ー

ス を思 い 出す筆者で あ っ

た｡

(2) 7 月2 8 日伯)18 時 - 21 時す ぎ

今日訪問す る家は , 牛岳 ス キ
ー

場 - 行く途

中の若土という地区に あるお宅で , ネ ッ トワ
ー

ク接続もキ ー ボ ー ド入力 も初歩か ら教えて欲

しい とい う老夫婦 2 人だけの家庭で ある ｡

-
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緒に行く学生は早稲田大学生 と大阪工業大学

生で 二 人とも修士 の学生で ある｡ 1 人は マ ッ

ク に慣れて おり, もう 1 人は ハ
ー ドに強 い と

い うことで あ っ た｡ 本日はパ ソ コ ン リ
ー ダと

一

緒のため心強い仲間で ある ｡

広 い庭か ら家にはいる ｡ 高い天井と太い梁

の ある立派な家で , パ ソ コ ンは広間の真ん中

に あり, 神棚の 下に設置されて いる｡

おばあさんの話による と, 息子も孫も コ ン

ピ ュ ー タ関係の会社に勤めており, 孫はここ

に来ては コ ン ピ ュ
ー タで遊んでいるという｡

｢ お

子さんやお孫さんか ら教えてもらわない んで

すか｣ と聞く と,
｢忙 しい し, 離れて いるから

教えてもらっ た ことがないJ と言う｡

本日は, イ ン タ ー ネ ッ ト接続と電子 メ
ー

ル

設定 , T V 会議シ ス テム の確認を実施｡ まずイ

ンタ ー ネッ トの接続をすませ , お じいさんが

マ ウス を握り, おばあさんが隣でうれ しそう

に
一

緒に話を聞く ｡ おじい さんが迷っ て い る

と隣でおばあさんが教える｡ パ ソ コ ンお助け

隊も二人に合わせて とてもい い感じで進む｡ (図

3 )

図 3 パ ソ コ ンお助け隊

老夫婦仲良くキ
ー ボ ー ドを打つ

｢ お じいさん と交代で教えても らっ たらど

うですか ? ｣ と言う' と, ｢ な - ん ｡ わ しは自分

で ゆっ くりボタ ン ( キ ー の こ と) をみなが ら

やりたい ｡ なに しろボタ ンが全くわからんか

らそれか ら勉強せん ならん ｡ 今日 の こともだ

い たい わか っ た｡ あしたお昼に ゆっ くりや る
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ちや い ね｡ ｣ とほ がらかに笑う｡

おじい さんは, 山田村の ホ
ー ム ペ ー ジに繋

がると ｢ ゲ ー トボ
ー

ル ｣ の項を探すがなくて

が っ かりする｡ それ でも, お酒の ホ ー ム ペ ー

ジなどに, 知 っ た顔を見 つ けると,
｢
こ い つ は

どうだ , ああだこ うだ｣ とい ろ い ろ講釈が始

まる｡

1 人 の学生が, お年寄りの マ ウス 換作の 遅

さと理解力に どうして い い かわからず, お年

寄りの 前で
｢
こんなだ とは思わなか っ た｣ と

つ ぶやく が, お年寄りは気にもせず
一 生懸命

にイ ンタ
ー

ネッ トを楽しんで い る｡

電子メ ー ル では , 昨日 の学生 のように事前

にメ ー ル を送っ て おい た の で , 繋が っ たメ
ー

ル を開く と情報セ ンタ
ー

か ら 2 通, 筆者か ら

1 通届い て い た｡ 筆者の メ
ー

ル を見て
｢
これ ,

だれ け? ｣ ｢ 私｡ 来る前に送 っ ておい たんです｡

またすこし慣れてきたら返事くださいね｡ ｣
｢ - - ･

｡ ｣

とイ ンタ
ー

ネッ トほ どの感情の起伏はない ｡

情報セ ンタ
ー か らのメ ー ル に返事を書く こ と

にする ｡ キ
ー ボ ー ドは全く使えない の で , お

1

助け隊が替わりに文章をいれる｡ (今日ネッ ト

ワ
ー クが繋がりま した ｡ 世界の 仲間入りです)

お じい さんが返信ボタ ン を押す｡ や っ と嬉し

そうな笑顔がこぼれる ｡

学生 の桂寮
* 8
とT V 会議をする ｡ こ の家で は

テ レ ビなどの取材も多くT V 経験は豊富で ある

が, 自分たちで操作はできな い ｡ まず桂寮 -

電話しておく｡ これには, おばあさん
一 言｡ ｢ い っ

つ もながいぜ ｡ T V 電話するがに, さきに電話

しておかんなんが｡ お っ か しいね ｡ こ の 前の

取材の ときもそうや っ た｡ ｣ 桂寮の 学生 と繋が

る｡ 声が小さくて 聞き取れない ｡ 微妙な時間

差の 声と映像の タイ ミ ン グは非常にむ つ か し

い ｡ しか し学生は大喜び｡ こ ちら
｢
も しも し｣

あちら ｢ も しも し｣ 終わりそうにない 会話を

切り上げ今日 の盛りだくさん の お助け隊作業

iま終わりに なる ｡

最後は, 利用するアイ コ ン の名前に番号を

つ け, ｢今度電子メ ー ル する ときは , そ の順番
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に クリ ッ ク してね ｡ ｣ とお じいさんに言う｡
お

ばあさんは理解 した様子で ある｡

こ の夫婦は 二 人で
一

緒に楽しみながらパ ソ

コ ン を使 い たい という気持ちが強く感 じられ

る ｡ 忙 しい 息子 らか ら教えて もらうこ とは は

ばかられて も, こ うした気安い学生達の支援

に はとて も素直に反応 して い る様子に支援す

る側の配慮の重要性を感じる ｡

それか ら, お じい さんの 棟梁と して 日本全

国めぐりの 話, 夫婦で の ゲ
ー トボ ー

ル の輝か

しい活躍 の 話, 新 しく隣りに家を建てる話 ,

すい か を食い荒らすたぬき を 5 匹もつ か まえ

た話を聞く ｡
｢
それで は , また来ます｡ ｣ と切

りの い
_
い とこ ろで 終わりにする｡ 帰り際, 家

族の 人が待ちく たびれて い るだろうともぎた

て の とうも ろこ しを4 本戴く ｡ また, おばあ

さんが湯がい てくれた じや がい もは その まま

で甘い ｡ さ っ そくその 湯がき方を教えて もら

う｡
｢
こ ん どゆ っ くり教えて あげるわ｡ またお

い で｣ と言われ, パ ソ コ ン の 支援で 来て別 の

支援を してもらう約束をする ｡ こういうこ と

が電子メ
ー

ル を使 っ て これか らも続けて い け

る こ とを相手 に告げるこ とはもうす っ かり忘

れて しま っ て い た｡

(3) 7 月3 0 日㈱1 9 時00 分 - 2 1 時30 分

本日の 家は中瀬地区 の家庭｡ 今日 一 緒に い

く学生 は独学で ホ
ー ム ペ ー ジを作っ て いる と

い う群馬大 の修士 の 学生｡ 訪 問先の 家庭は ,

4 0 歳代の ご主人と奥さんと子供2 人 ( 中学生

と小学生) , 老夫婦 の 6 人家族で依頼人は ご主

人で ある｡ ネ ッ トワ ー

ク はすで に接続 して い

る｡ 依頼内容 は , プリ ンタ ー が突然動か なく

な っ て しまい 印刷出来るように というこ とと

表計算に つ い て教えて欲しい の 2 点で ある｡

こ の家も総漆の 柱や戸, 高い天井, 欄間,

梁がみる か らに立派な作りで ある ｡ 家中の戸

を開けて部屋 をみせ てくれる ｡ 家族の結婚式

や葬式な ど全 て の行事は こ の 家で して い ると

い う｡ ( 図 4 )

こ の奥は個 々 の部屋

台所やそのイ也がある

小 郷 直 言

図 4 パ ソ コ ン の 置場所(2)

さ っ そくプリ ンタ の様子 をみる ｡ い ろい ろ

試みるがうまく行かな い ｡ 学生が本部に電話

をする ｡ 本部には, こ のようなとき の ために

専門家が配置されて い る｡ しか し, 状況 が複

雑なの で本部もわか らない ｡ よく話を聞 い て

みると, 調子が悪くなっ た時期と山田村のネ ッ

トワ ー ク接続の 時期が同 じ頃で あるこ とがわ

かり, プリンタ ー の配線をネッ トワ ー

ク利用

に付けかえて うまく い っ た｡ ほ か のお助け隊

も こんな感 じで家の人 と相談しながらや っ て

い ると学生が言う｡

ご主人か ら表計算の 質問を受ける｡ 仕事に

使いたい と目的がは っ きり して いるの で ,
｢
使

い 方の 本はみま したか｣ と聞く と奥さんが奥

に しま っ た箱の中か ら取り上げる｡
｢ ぜひ表計

算の部分だけで もゆっ くり読みながち試 して

下さ い｣ と言うと, ｢ い ままで こ うい うも の を

し っ か り読むなんて ことは考えもしなか っ た｡

でも勉強 しなくちゃね｡ ｣

一

方, 奥さんは , P T A 会の 議事録の紙を手

に
｢ こんなもの もで きますか｣ と言う｡ 学生

がひ とつ ひ とつ 一

緒にやりなが ら時間をか け

て完成すると
｢
うれ しい ｡ こ ん どは 1 人でや っ

て みる｣ と 二 人 とも積極的で ある｡ こ の家庭

は, 子供も夫婦もそれぞれに利用 しようと前

向きである ｡ 家族で取り組む様子がとて も暖

か い ｡

こ の ほ か にも, ソフ トウ ェ ア の バ
ー ジ ョ ン

ア ッ プ の こ と, ワ
ー プ ロ 文書 の互換の こ とな

ど次々 に質問される｡
これまで分か らな い者
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同士で話 して い ても解決しない こ とが多く て

い ろい ろ因っ て い たとレ＼う｡ 聞きたい ことが

たま っ て い る様子に , 手近な支援の必要性と

それ以上の支援をい か に積極的に活用するか ,

そうい うシ ス テ ム をどのように作り出すの か

という課題 を再認識させ られ た｡

(4) 8 月 2 日吐)19 時 - 2 2 時30 分

お助け隊長終日 ｡
一

緒の メ ン バ
ー

は 同志社

大の修士学生と神戸大 の学生｡ 本日 の訪問先

は, 小谷とい うわずか 9 軒の小さな部落の 家

庭で ある｡ パ ソ コ ン は控えの 間といわれる普

段あまり利用しない部屋 の隅に置かれて いる｡

(図 5 )

図 5 パ ソ コ ン の置場所(3)

本日は50 歳代の奥さんに初歩か らの 手ほ ど

きで , ネッ トワ
ー クも全く接続未了で ある｡

｢
これまで全く さわ っ たこ とがない の は,

どう してですか｣ と聞くと, ｢本当は, 初めか

らみん なと 一

緒に講習をうけたか っ た, でも

病院に勤めて い て , 夜勤と日勤の交代制で ,

17 時間勤務とい う体制の 日もある｡ こ の 部落

の人はほ とんどが勤めて い るからこ の部落で

使う人は少なく , 教えてもらえない ｡ 講習会

もも っ とい ろい ろな時間や内容で してほ しい ｡

今ではもう差がつ いて いまさらという気になっ

て いる｡ パ ソ コ ン は こ わい ｡ 恐ろ しい感 じが

する｡ なにか したら中身がなくなると言われ

て いる ｡ J と話す｡
一

方で , 学生は もくもくとイ ン ス ト ー ル を

始める ｡ ID とパ ス ワ
ー ドを入れる段階にな っ
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て役場からきた連絡メ
ー

ル を紛失して い るこ

とが判明 し, 学生から
｢探して下さ い｣ と言

われた奥さんは, パ ソ コ ン を教えて もらう前

にす っ かりお じけづ い て しまう｡ とに かく情

報セ ン タ ー に連絡をとりID とパ ス ワ
ー ドを聞

き , 設定して ホ
ー ム ペ ー ジをみる｡

学生達はふれ あい祭りや ロ
ー カ ル な新聞社

の ペ ー ジなど自分たちが興味あるペ
ー ジを紹

介するため, 初めて ホ
ー ム ペ ー ジをみた奥さ

んには全く理解で きない ｡ ふれあい 祭り はあ

まり興味がな い ら しい ｡ 学生が マ ウス を握 っ

たまま, 奥さんは遠慮 して は完全 に聞き役に

な っ て い る｡ そこで ,
｢
山田村の ホ

ー ム ペ ー ジ

をみたらどうか｡ それ に , お母さんが自分で

触 っ た方がい い と思う｡ ｣ とア ドバ イス した と

ころ, おそるおそる自分で マ ウス を握り始め,

徐々 に興味を持ち始める ｡ 特に山田村 の ホ
ー

ム ペ
ー ジは強力で ある (他 の家々 でもそうで

あ っ た) ｡ これまで あれ ほ ど無口 だ っ た の に独

り言 の ようにお しや べ りが始まる｡ 当初
｢
恐

ろ しい｣ と言 っ て い た奥さんが, 学生がず っ

とそばにつ いて いて あげるための安心感から

か 時間を忘れて没頭 して い る｡

以上の 4 件の家庭は, 老夫婦だけの 家, 6

人家族の 家, 年寄り を抱えた成人だ けの家と

さまざまな家庭環境がある ｡ うち, 3 件 の家

庭は利用する しない に拘わらず, 居間や居間

の 隣り の部屋 に コ ン ピ ュ
ー タが設置され て い

た ｡ も っ とも, お助け隊がくるというの で ,

あわて て締麗にほ こ りを掃除した のだとも言

われ た｡ 初めは警戒 して い た風 の家庭も, 時

間が経つ に つ れ , 学生 の気易さ, 遠慮 のなさ,

明るさで , 徐々 に学生と親密にな っ て いく様

は, 支援され る村民 の側 に パ ソ コ ン で , それ

も自宅 の パ ソ コ ン で こ んなこ とができる のだ

という気持ちの 芽生 えを感 じさせる｡ また,

学生側にも , 帰り際には夕食まで ごちそうに

な っ てくる隊員も いるように , 教えて上げる

という気構 えがま っ たくない どこ ろか , なに

か しら学生自身が学ぶ こ との ほうが大きか っ
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たの で は ない か と思われる｡ 尤も, 解決 しな

い 問題は本部に持ち帰 っ て次の 日 に別 の 隊員

が 出向い て対処するとい うシ ス テ ム が ある こ

とは, 教えるとい う責任か ら逃れるこ とが で

き るとい う安心感がある反面, 勝手 な判断で

こ とが進むとい う危険性も見逃せ ない ｡

2 . 5 ふれ あい 祭りその後

ふれ あい 祭りが終わり, い まも学生と村民

との 交流は電子メ ー ル で続い て いる ｡ 特に ,

こうりやく隊と学生の 間に は祭りをき っ か け

に大きな連帯感が生まれ, メ ー リン グリ ス ト

上 で様 々 な会話がなされて い る｡ また, お助

け隊を希望 した家庭で は , ネ ッ トワ ー

クに接

続 したこ とがき っ か けとなり, それまで利用

され て い なか っ た コ ン ピ ュ ー タが , 家の利用

しやすい場所 - 移動され , 利用する機会が増

えたとい う家もある ｡ しか しながら, ふれあ

い祭り の あと多く の 人の利用が進ん だとは 言

い がた い
. 理由の 一

つ に, 今回 のお助け内容

が, 2 時間の 1 度限りの お助けで , 多く の家

庭が, ネ ッ トワ ー ク接続を し, イ ン タ
ー

ネ ッ

トを見, 電子メ ー ル で手紙 を確認する内容で

精い っ ぱい で あ っ たこ とが考えられ る｡ もち

ろん 山田村として もお助 け隊に して も , 互 い

に は じめて の経験で あり, 一 度に多く の効果

を求める こ とは性急というもの で ある ｡

結局 , お助け隊は , 訪問 した各家庭 - の 支

援を目的に して いるが, 実際は, それを世話

したこ うりやく隊などの 村民 の 意識向上 - 大

きく貢献 したの で はない だろうか ｡ そ して ,

そ
.
n 効果 は村の情報化 の 方針 (すこ しず つ 深

め たい) と 一 致して いる ｡ こ うりやく隊 の 中

心的メ ン バ ー で ある小向氏は,
｢
1 年前に訪れ

た学生に作 っ ても らっ たポス タ ー を見て , 自

分 の 家の パ ソ コ ンで こ ん なこ とができ る のだ

とい う感激は今も忘れ られ ない ｡ 今度の ふれ

あい 祭りの 学生 と交流が続 い て い る のも楽 し

い
｡ 今度は自分たちが近所やまわり の人に教

えたい｣ と語 っ てくれた｡

小 郷 直 言

こうりやく隊 は, そ の後反省会と称 して会

合を頻繁に設けて楽 しん で おり, メ ー リ ン グ

リ ス トで は, 学生とこ うりや く隊や村民同士

の メ
ー

ル の 交換が行われ て いる ｡ また, メ ー

ル だ けでなく , 祭りが終わ っ てか らも, 学生

の訪問が続いて いる ｡ 10 月 の住民体育祭にも

十数名の 学生が山田村を訪問 し, 中に は , お

助け隊で訪 問 した家に事前に連絡 して友好を

深 め, 泊めて もらうなどちゃ っ かり した学生

も いる ｡ 村民も, そんな学生をおおらか に受

け入れて歓迎して いる ｡ 文化祭にも学生が数

人山田村に訪れるとい う｡

また, 学生間で はふれ あい祭りの 反省会や

来年 の ふれあい 祭り の話 し合い が始ま っ て い

る｡ 祭りの様子を纏める の にも忙 しい ｡
* 9

村民の 間にも, 来年もやろうとい う声があ

る ｡ しか し中に は
｢
今年限り - と思 っ て や っ

たか らあそこ まで出来たけど, 毎年だと大変｡ ｣
｢
来年は , 今年と同 じ様に受 け入れられるか

疑問で ある｣ とい う本音も聞かれる｡

結局 , イ ベ ン トを企画 し, 学生 の為の宿泊

施設を用意 し, 期間中の様々 な面倒を見, 食

事の差 し入れをする など結構たい - ん な行事

とな っ ており, こうりやく隊の 負担 はそうと

う大きか っ たも の と思われる｡

一

方で ,
｢
やり

がい や村の活性とい う点で とても自信がつ い

た し, 楽 しか っ た｡ も し来年も実施すると し

たら今年の経験が あるの で , も っ と方法 を考

えて みたい｣ とも言う｡

3 外部講師による支援

山田村にお い て , パ ソ コ ン が導入されて か

ら1 年が経過 した｡ 村民同士 で互 い に教え合

い なが ら少 しず つ 広 め て い こ うとい う村の方

針は , 現在もかわらな い ｡ 今夏学生に よる パ

ソ コ ンお助け隊の個別訪問形式の 支援 を受け,

村 のネ ッ トワ ー ク基盤 が各家庭に も少 しずつ

整 い , ようやく村民全体に対する教育の あり

方に村の 関心が向けられは じめて い る ｡ ふれ

あい 祭りを支援 した村民 の コ ン ピ ュ ー

タ利用
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には目を見張るもの がある 一 方で , 各人 の理

解度や利用形態の個人差も大きく なり始めて

いる ｡ また, それぞれが勝手 な使い方を して

いるが ｢ 果た して こ れで い い の だろうか｣ と

いう不安もあり,
一

度正式に講習をうけて み

たい とい う声があが っ てきた｡

情報化 を進めるに当たり, リ ー ダ ー となる

ような村民を増や し, その助けを借りて徐々

に利用者の数を増やしたい とい う村の思い は

一

貫 して い る｡ 村はとく にイ ン タ ー ネ ッ トに

接続 した家庭間で の 電子メ
ー ル の活用を期待

して いる ｡ また, 村民からは年賀状などの描

画 ソ フ トの利用講習の声も多い ｡ 他方, 初心

者や高齢者はキ ー ボ ー ドで挫折して いる人も

少なくなく , キ
ー ボ ー ドの扱い から教えて ほ

しい とい う要望さえまだある ｡ さらに, 村で

は2 年に 一 度実施される秋の村の文化祭のテ
ー

マ を ｢ 伝統文化と情報化社会を考える｣ と決

め, 文化祭 (1 997 年11 月 3 日に実施) が多く

の 村民 にパ ソ コ ン利用の きっ かけになればと

い う思惑もある｡

こうした背景のもと, 村の外部の講師によ

る講習会が実施されることとな っ た｡ まずは

パ ソ コ ン リ ー ダやこうりやく隊, 文化祭実行

委員というリ
ー

ダの コ ン ピ ュ ー タ利用の レ ベ

ル ア ッ プをはかり , 彼らが順次他の村民を支

援できるようにと考えられた ｡ 全家庭に配付

され て いる ｢ クラリス ワ
ー クス ｣ を利用 した

｢ パ ソ コ ン の入門講習｣ をパ ソ コ ンリ ー ダや

こうりやく隊を対象に 2 日間, 文化祭実行委

員を対象に5 日間実施され,
｢電子メ ー ル 講習｣

は 3 日にわ けて実施された｡ 入門講習は連続

講習であり筆者の 1 人が担当し, 後の 電子メ
ー

ル講習は複数のメ ン バ ー
* 1 0
による 1 日講習で

あ っ た｡

以下 の報告では , 19 97 年 9 月 , 10 月 に実施

した, 筆者が担当 した入門講習に 関 して , 村

民 の受け取り方 , そこ で発生 して い る村民同

士 のやり とりや目に見えない 関係 , 講師と村

民とのやりとりを記録する｡ こ こ で注 目す べ
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き事は単なる講習会の記録とい うこ とで はな

く , 講習とい う形態で村民を支援 しようとし

たときに起こ る教授する側 と村民との様 々 な

ギャ ッ プと意識の違 いで あり, また村民同士

で助け合っ たり, 教え会っ たりする様子 に見

られ る山田村特有の強い結び つ きなどに焦点

を置いた｡

3 . 1
｢ パ ソ コ ンリ ー ダ｣ 対象の

｢ パ ソ コ ン入門｣ 講習会

パ ソ コ ンリ ー ダ, こ うりやく隊を対象に し

た 2 日間の 講習で は,L 文化祭で作成するポス

タ ー や年賀状を作る手助けができ, 基本的な

コ ン ピ ュ ー タ の知識が身につ く こ とを目指 し

た ｡ 彼らはもともとパ ソ コ ン利用に積極的で ,

電子 メ ー ル やネ ッ トス ケ ー プをよく利用 して

い る｡ やりた い ことがは っ きり して い るが,

各人 の利用頻度, 理解度, 興味などに は大き

な差があり , 誰か に教えてもらい ながらも独

学で学習して いる人がほとんどで , コ ン ピ ュ
ー

タ の こ とが本当はよくわか らない の で講習を

受けた い という｡ しか し, い ざふたを開けて

みれば多く の人は基本知識に は関心がな い こ

とが判明してくる｡ マ ニ ュ ア ル はほ ぼ全員が

見たことがなく , 講習会場にも設置されて は

い ない ｡

講習を受けたあか つ きには, ほ かの 初心者

- の 手助けをするという使命を持っ て い るた

め, 仲間 の
｢ 勉強せんなんちや｣ とい う強い

言葉に押されて来て い る人もい る｡ それでも

みん な同級生 の ように仲がよく楽しそうで あ

る｡ パ ソ コ ンは 9 台で , 講師1 名, 村民20 名

で行われた｡

講師は学生に教えるように基本的なコ ン ピ ュ
ー

タ の用語に つ いて 画面 をみながら説明 しか け

たが, それ にはお構 いなく自分 の質問を講師

にぶ つ け始める｡ ネ ッ トワ ー クか ら始めた彼

らに とっ て , ネ ッ トス ケ ー プも電子メ ー

ル も

文字入力 とクリ ッ ク , ダブル クリ ッ クだ けで

ほとん ど換作できるの で , コ ン ピ ュ
ー タ用語
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を使わない でも , コ ン ピ ュ ー タ利用 に支障が

ない の で ある｡

一 人が ｢ わ したち, 文字は打

七るけれ ど, ワ
ー プ ロ の便利 な使い方は ち っ

とも知 らん ｡ こ の プリ ン トに書かれて いる ワ ー

プ ロ の い ろい ろな機能も知りた い ｡ それ を教

えて欲 しい｣ と言 われ て , ワ ー プ ロ の こ とを

話 し始めると, また別 の とこ ろで は , 勝手に

描画ソ フ トで絵を書き始めて い る｡ もうすで

に人の 話は 聞い て い ない ｡

こうな っ たの は , 講師が受講者
一

人 一 人 の

要望 に対応 しようと して , 結局ばらばらの状

況 を作り出 して しま っ た の である｡

これで は収拾がつ か ない の で当初予定 して

きた文化祭サポ ー トのために , 画像と文字の

組み合わせ の理屈 と手法を マ ス タ
ー

する こと

にやり方をか えるはめにな っ た｡ ペイ ン トで

作成 した作品 を, ドロ ー 環境で読み込み , 文

字をつ けて印刷するとい う作業を1 日で 実施

する の は難 しい ｡ それ にもかか わらず, 教材

を自分なり にア レ ン ジ しなが ら, 今年の 年賀

状を作成する人やさまざまな質問が出始める｡

は じめて描画を体験する人が多か っ たにもか

かわらず, 少 しで も コ ン ピ ュ ー タ の経験があ

ると新 しい 局面 - の対応も早く なるようで あ

る｡ ただ し, 村の 中で最も進んだ意識をも つ

グル ー プとはい え, 文化祭で担当する体験 コ ー

ナ をこ なすために自分の こ とに精い っ ぱいで ,

他の 人に教えようとい う気概はさほ ど感じら

れ ない ｡

3 . 2
｢ 文化祭実行委員｣ 対象の

｢ パ ソ コ ン入門｣ 講習

次 の講習会では 山田村文化祭の 実行委貞を

対象に パ ソ コ ン入門講習が実施され た｡ 山田

村文化祭に発表す るため の 名札や作品紹介表

やポ ス タ ー を自分たちで作ろうとい う目標を

も っ た各グル
ー プ の代表者で ある ｡ 全く の初

心者か らワ
ー

プ ロ 程度 とい う初心者が主体 で

ある ｡ 自分達 にで きる のだ ろうか とい う不安

とや らねばならな い とい う目的意識がは っ き

小 郷 直 言

り して い るメ ン バ ー で もある｡ 今回の 講習 に

は , 文化祭実行部隊で ある教育委員会, 幼稚

園父母 , /j ､ 学校P T A , 公民館で の趣味やサ ー

ク ル活動 の代表, 施設 ｢ 福楽｣ 職員, 保健婦,

幼稚園の 先生な どで , メ ン バ
ー の年齢層は ,

20 代 - 50代で , 各年代に 3 - 4 人の 女性と,

男性が 1 人ずつ とい う様子 で ある｡ 1 人 1 人

勝手に パ ソ コ ン の 前に座り 1 台の パ ソ コ ン に

2 - 3 人 の人が集まる｡

5 回の講習で は用意したプリ ン トに そ っ た

基本的内容を
一

通り実習したあと, 文化祭の

作品づくりに時間をか けるこ とにな っ た｡ も

ちろん キ ー ボ ー

ドやキ
ー

の 扱い で戸惑うこと

も多い が, 周りの 少 し分か っ て い る誰かが理

解 して仲間に教えるという風に 1 台の パ ソ コ

ン を共有するグル
ー プがあ っ たり , または,

隣りどうしが, にわか教師となりがやがや,

ざわざわと作業が進むというふうで ある｡ 〔先

生! こんなこ とで き っ け? ｡ ｣
｢
色反転ちゃ な

にね｡ ピ ン ク の色反転が灰色ちや どうい うこ

とね ｡ ｣ ｢ 子供が喜びそうやか ら, こ れ家にも っ

て い っ て い いかね ? ｣
｢
家でス キャナ

ー

で取り

込めば , なん でも塗り絵にできるね｡ ｣ ｢ 幼稚

園でや っ てみようか｣ など賑やか な雰囲気で

ある｡ 当初は 1 人 1 台の環境で はない ことに

少 し不安を感じて い たが, か え っ て 1 台の コ

ン ピ ュ ー タ を複数の 人で共有して利用する環

境がうまく作用 して いるこ とを実感 した｡ ( 図

6 )

基本操作の実習におい て, 1 台に集まる人々

の様子は以下の ようで ある ｡

(1) 1 つ の マ ウ ス を順番にまわ して いる ｡ 例 え

ば○の 図を措く と次の 人は, 色を変えて また

○を描いて みる ｡ また次の 人は , パ タ
ー

ン を

変えて描い てみ る｡ こ ちらが ,
｢
次は, × × し

て みま し ょう! ｣ とい う言葉の 通りに順番 に

描 い て いる機会均等型とい えるもの ｡

(2) レ ベ ル 差がすこ しある グル ー プは ,
一

番不

慣れな人が マ ウ ス を持ち, 周りが サボ∵ 卜す

る ｡ サポ ー トす る人達もよく知 っ て い る訳 で
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図 6 パ ソ コ ン講習会の様子

村民同士が教えあう

は ない が, マ ウス を握 っ て い ない 分, 説明を

聞く余裕がある ｡ それ を不慣れ な人に ( とに

かく必死な ので) 間接的に伝えて いく役割を

して いる ｡ これは間接支援型とい える｡

∫(3)少 し知 っ て い る, または,
マ ウス に少 し慣

れて い る人が 1 人だ けの とき, その人が先に

や っ て あげて , その 後, 初心者が同じこ とを

やるグル
ー プ｡ 支援者が席を外 したときにぼ っ

として いる人と, こ こ ぞとばかり マ ウス を操

作する人の 2 種｡ これは支援先導型 とでも名

付けられる ｡

(4)前回の講習で は, 上記の 形態以外 に, とに

かく自分がや っ て みたい とい う勝手ま い進型

とも いうべ き人も何人 かみ られたが, 今回は

分か っ て いる人が コ ン ピ ュ
ー タを占領する こ

とは なか っ た ｡ コ ン ピ ュ
ー タ - の 執着度の 違

いがそうさせる のか, あるい は, 大人 の余裕

か らか, 女性同士 の仲の 良さがそうさせ て い

るの か興味がもたれるとこ ろで ある｡

基本講習が済み , グル
ー プの作品 (手芸や

書道など) の
一

覧や名札などをイラス ト入り

で自分たちで作る段になり, ペ ー ジをめくり

ながらイラス トを相談 して い るグル ー プもあ

れば , 既にイラス トを講習の 復習がて ら作 っ

てきたという人, イ ンタ ー ネ ッ トか らイメ
ー

ジを取り込んで利用 しようとキ ー ワ
ー

ド検索

をは じめる グル ー プな どそれぞれ にやる気と

パ ワ
ー を感じる ｡ なかに はなかなか絵が措け

なくて 困 っ た困 っ たと相談に来る人もい る の
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で , サ ン プル 集やア
ー トクリ ッ プ集を紹介す

ると, とたんにサ ン プル 集が大人気となり,

みんなの気持ちに
｢
出来そう- か な? ｣ とい う

雰囲気が宿りは じめて い るの が確認できる ｡

母子保護推進協会の マ
ー

ク をペ イ ン トで 作

成して い るグル
ー プが

,

｢私たちがやっ て い る

=
'
とを, 知 っ てもらうい い機会だから, コ ン

ピ ュ ー タを利用 して発表する こ とに したんで

す｡ たく さんある仕事の こ とを知 っ ても らい ,

も っ と利用 してもらい たい と思 っ て ｡ ｣ と話 し

か けてくる｡ 大学な どで教えて い たの で はな

か なか味わえな い充実感を感 じる ｡

イ ンタ ー ネ ッ トから取り込 んだ画像を使 っ

て ポス タ ー に したグル
ー プの 一

員は, 以前講

習で ,
｢
こんなこ ともで きるの ですよ｣ と話 の

つ )? で に言 っ たこ とを, 家でや っ てみたら出

来たの で利用 してみた ことを話 してくれる｡

ちょうどい い機会だからと言うこ とで , 彼女

が先生にな っ て方法を説明する,と
′J ､ さな波が

伝わるように, 他の グル
ー プが試 し, さらに

他の グル
ー プに波及 して いく ｡ ほん の 2 時間

の 間に自然に こうした波及がおこ る こ とに驚

かされた｡

操作がわか らず困 っ て いるグル
ー プに,

｢
こ

うして こ うするんですよ｣･とや っ てみ せると,

｢
そうやっ た｡ でも 1 人で しようと思うと,

全然思い 出せない ｡ 家に帰っ たらす っ かり忘

れて しまう｣ ｢ こ こで , 教えてもら いながら仕

上 げよう! ｣ と言 い ながら作業を進める｡ こ

こ に , 山田村の電脳化が抱えて い る問題点が

少 し顔をの ぞかせる ｡

幼稚園の先生二 人は幼児の絵の名札を作成

中｡ 今回 コ ン ピ ュ
ー タに触れ たことがは じめ

て とい う二 人である｡ それでも , 今日は , な

ん とか絵を取り込んで子供の名前をならべ る

こ とに挑戦 して い た｡ しばらく して
｢ い っ ぱ

い作 っ たの に , なんにもない ん です｡ どうし

てや ろか ? ｣ と聞かれるが, 隣りの別 グル
ー

プか ら ｢ あん たたち, 左 の まどをクリ ッ ク し

て , あの後, 保存 しとらんだがでな い ? ｣ と
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首われ , 二 人顔を見合わせ ｢ そうや ｡ それで

やわ｡ ｣ と笑い あ っ て い る ｡ 失敗 して もが っ か

り して い ない の が頼も しい し, 講師に向か っ

て
｢ 少 し後ろでみて てください｣ とい っ て ,

自らやおら作り直 し始めるの で ある ｡

中学校 の P T A 会報を作っ て い るお母 さん

は , 初めの ア ン ケ
ー トで新聞をつ くりたい と

いう希望 を書いて い たが, 今日, 嬉 しそうに

できあが っ たもの を見せ る｡ ワ
ー

プ ロ で縦書

き , 段組み , ペイ ン トの絵の縮小回転張り付

け, 文字回り込み, イ ンタ ー ネ ッ トか らの情

報の コ ピ ー など, どん どん新 しい こ とに挑戦

して いる ｡

｢ 先生に教えて もらっ たこ とを, 坐

部試 して みたらこんな こ とまでで きるように

な っ た｡ 今日見て もらいたくて持っ て きた｡ ｣

と, こ こ は どう した, これは どうや っ たとこ

と細かく説明 してくれる屈託 の ない 様子 に つ

られて まわり中が感激する ｡

作品ができ あが っ て い くに つ れて , 質問が

具体的に 目的と絡み合 っ て いく ｡ 村民同士 ,

互 い に相手が求めるも の が分かるようになり,

質問する方もされる方も自信をも っ て質問 し

答えて い る｡ そうして , それぞれ が発 見した

新 しい こ とを教えて もらい なが ら自分の 作品

に上手に取り込んで い っ て い る ｡ 文化祭とい

うここ に集まる人 にと っ て の 共通 の 目的に む

か っ て村民同士 が互 い に教え合う関係が自然

に形作られて いく様子が特徴的で ある｡

3 . 3 講習会 に対する印象

通常われわれが考える パ ソ コ ン講習会で は,

あらか じめ準備され たパ ソ コ ン とア プリケ ー

シ ョ ン を利用 し, 講師の事前計画に従 っ て説

明と演習が進 め られ る｡ 講習に集ま っ た受講

者はそ の場限りの 関係にあり, たとえ会社の

仲間で あ っ て も, 講習か ら受けた知識 は受講

者本人の も の で ある｡ しか し, 山田村 の 情報

セ ン タ ー

には , 各家庭 に配付されたパ ソ コ ン

や ソフ トウ ェ ア と同 じもの が用意され , 受講

者は自宅 とほ ぼ同 じ環境で講習をうける こ と

小 郷 直 言

がで きる ｡ しかも今回の 講習で は , 受講者は

それぞれ の興味や関心を満たす こ とはも ちろ

んで あるが, 村の リ ー ダ ー として の自覚と
｢
文

化祭｣ という村共通 の 目標が強い 受講動機と

な っ て い る｡ そう した状況で の講習会は , 自

然に村民同士 の助け合い を発生させ,
｢
ゆ っ く

り急がず講智をうけた村民が他の 人 - の助け

ができるように｣ とい う村全体の 方針 に, 請

師も しらず しらずの うちに引きずられて いく

と いう結果に な っ た｡

来たる文化祭 (1997 年1 1月 3 日) には , パ

ソ コ ン リ
ー

ダは電子メ ー ル や年賀状, 名刺な

どを作成する情報体験コ
ー ナ ー を担当 し, こ

うりやく隊はふれ あい祭りをき っ か けに電子

メ
ー

ル を始める嫁と男の寸劇を企画 して い る｡

また文化祭実行委員は, 講習を終えた今も情

報セ ンタ ー

に毎晩遅くまで集まり, 各種展示

される作品票や発表資料の作成に余念がない ｡

4 山 田村の電脳化と支援

い まの 山田村の 電脳化の 特徴を記述すると

すれば, それは外部か らや っ てくる支援集団

をうまく取り入れて , それ をあたか も自家培

養するか の ように, ゆ っ くりと村民自身が楽

しみを忘れず徐々 に電脳化 を拡げて いく努力

を辛抱強く続けて いる と表現できよう｡

山田村の 電脳化に 当たり, 外部か らの支援

が絶対に必要で あっ たか どうか どうか は本研

究をさらに続けて い かなければ, まだ確証 で

きない ｡ しか し, 外部か ら提供される支援を

ただそ の まま, あるい は あるがままに受け入

れるの で はなく , あくまでも村民たちの 日常

の活動に役立つ とい う形で取り入れる という

したたか さをも っ て い る, とい う印象をこ の

調査 の段階で強く感 じて い る｡

ふれあい 祭り の企画とお助け隊による村民

との接触 の仕方は , 学生の方 に感動やや りが

い
, 村民の 生活 の あり方 に つ よく心 を動 か さ

れるという展開が起こ っ たことは間違レ
.
ヽない

.

学生が支援者と して 主体的に村民をひ っ ぱ っ
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て いく という様子は微塵もなく , 村の活動に

参加させてもっ らて いるとい うの がむ しろ実

態で あ っ たとい える ｡

また, 文化祭に向けて の パ ソ コ ン講習会で

は, 自分たちの , 講習者側 に対する欲求を暗

に受け入れさせ , 結局外部講師を山田村の事

業に巻き込んで いく様子がうかがえる｡ しか

し, これ によ っ て講師側に不快な気持ちを抱

かせるとい うようなこ とは決 して なく , かえ っ

て講師は村民の 意図なり, コ ン ピ ュ
ー タ に対

する
.
意識を改めて理解 し直 し, むしろ講習会

の ありきたり の教え方に対 して講師自らが反

省 しなければならない , という認識をもつ に

い た っ たとい える ｡

しか し, とにもかくにも山田村の電脳化は

｢ めだか の 学校｣
* 1 1 よろ しく , 村民, パ ソ コ ン

リ ー ダ ー

, お助け隊, 外部の講師たち, 情報

セ ンタ ー

, 先導的リ
ー ダ ー たち, 小学校や中

学校, 村に ある各種グル
ー プなどが, 相互 に

影響を与え合いながら地道な歩み を続けて い

る｡ 驚く べ き こ とは こう した グル
ー プや住民

の 輪, それに外部から電脳化の運動に共鳴す

るボラ ンテ ィ ア集団をもうまく巻き込みなが

ら, 時間を追うごとにそれ が段々 と成長して

い っ て い る こ とで ある｡

｢
全家庭にパ ソ コ ン を配る｣ とい う形で ,

突然外部か ら村に降っ てわい た大変化を, 様々

な支援をうまく活用することによ っ て , 村の

中で の 日常生活のある種の活性剤の ように器

用に取り込んで いる様には今更ながら驚か さ

れる ｡

今後の 展開は, 今なお未知数の点が多々 あ

りそうであるが,
一

つ 言 えることは村に対 し

て外部か ら与えられ る支援と村が独自にも つ

助け合うという別 の 形 の支援の あり方が今後

の 山田村の 電脳化 に当た っ て
一

つ の鍵を持っ

て いる こ とだけは確かなように思われ る｡ わ

れわれ の研究も今しばらく こ の線に沿 っ て 実

態調査を中心に進めて いく こ とに ある｡
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5 . おわりに

｢ ふれ あい祭り｣ における
｢ パ ソ コ ンお助

け隊｣ は, 支援その も の が祭りとい う行事と

同時に実施され , 学生と村民 の交流が支援の

基盤とな っ て い た ｡ また, ふれ あい祭りにお

ける
｢
こ うり やく隊｣ や講習会に出席 した

｢ 文

化祭実行委貞｣ らの 間には, それぞれふれ あ

い 祭りや文化祭という共通 の 行事を目標と し

た村民相互 の支援の形がみられた｡

今回の報告で は山田村にお ける電脳化に向

けて行われて きた各種行事につ い て , われわ

れが直接見たり聞い たり したこ とに つ い て丹

念に記録するとい う方針をと っ た｡ そ の 際,

われわれ の主観をできるだけ押さえて 事実を

記曝するとい う態度をできる限り取 っ てきた

つ もりで ある ｡ しか し, 事実の 収集目的や取

材の 意図は押さえようもなく , 調査 をするも

の の 行動に出てきて しまうことは避けられ な

い ｡

こ うした意味か らみて , 今回の報告の根本

に ある のは, 前回の 報告を作成して い た段階

で , 次第に輪郭を現 しはじめた
｢
山田村にお

ける電脳化 - の支援の あり方｣ の特徴とい え

るもの につ い て , さらに深 い調査 を行 っ てみ

た い というわれわれ の動機で ある ことを記 し

て おかねばならない ｡

その 意味で , どうしてもわれわれの 目前の

興味の あるところに引きずられて , 他にもあ

るそれ以外の大切 な事実を見落と して い ると

い うこ とがあるの で はない かと懸念される ｡

こ の点をわれわれに気づ か せてくれるには,

他の研究者の 山田村における情報化の実態調

査 を待つ ほ かには ない で あろう｡
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今回も, 本研究の調査に際 して応援 して い

ただ いた多く の方々 にお礼 を言わなければな

りません ｡ お助け隊のメ ン バ ー と しで放く迎

えてくださ っ た学生 の皆様, 訪問先の 山田村
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民 の 方々 ｡

一

緒に講習会を進めて い ただ い た コ ンリ ー ダ, こ うりやく隊, 文化祭実行委員

情報セ ンタ
ー は じめ教育委員会, およびパ ソ ほか村の 皆様に厚くお礼申し上げます｡

注 釈

* 1 情報化と呼ぶ べ きかも しれない が, こ こで は電脳化とい う言葉で 通すことにする｡ そ の理由の

一

つ は拙稿
l) の表題に こ の 言葉を使用 したことにあり , 本稿はその延長線上に位置するも の で あ

る｡

* 2 ｢ こうりやく｣ ( 合力) とは山田村の方言で
, 助け合う, 手助けする, と い う意味があり, ｢ 明日,

隣の 家 - こうりや くに行 っ て く っ ちゃ ｣ と い う風 に使われ ることばで ある ｡

* 3 パ ソ コ ンリ
ー ダとは , 情報化推進の 為に山田村全2 3 地区からそれぞれ 1 - 2 名選ばれた村民で ,

地区 の 中で身近に 聞ける相萩相手と いう位置づ けで ある｡

* 4 2 期生 の活動の 様子 を物語る挿話がある｡ 2 期生 の 自発的な活動は,
｢
山田村 っ て どん な村｣ と

い う村民 - の ア ン ケ
ー

トをとり
, 自分たちの村を自分たちはどの ように感 じて い るの かを知ろ

うと い う話から本格化した ｡ 平成 7 年の文化祭で はその ア ンケ ー

トに基づき,
｢
村に風穴をあけ

よう!! ｣ と い う合い 言葉の 下, ｢ 山田村 っ て 住み良い の ? ｣ と い うテ
ー

マ で ディ ベ ー ト劇を演じ

た ｡ 何日もリ ハ ー

サ ル を繰り返 して い くうちに , 塾生 の粋が徐々 に固くなり, 劇は好評を得て

幕を閉じた｡ そ の後全国規模 の シ ンポジウムの 開催など自分たちで企画し実施するこ とを重ね

て い くうちに, ｢地域で は皆が元気で皆が主人公なんだとい う意識の芽生えがで き, こうりやく

隊 - つ ながる前向きな姿勢が自然にで てきた の では ない か｣ と情報セ ンタ ー

の岩杉氏 は振り返

る ｡ 詳細な活動記録が ｢ 2 期生 の活動報告｣
4 )
と して 作成されて い る｡

* 5 学生ホ ー ム ペ ー ジとこうりやく隊の ホ ー ム
~
ペ ー

ジは, それぞれ以下で 参照できる｡

http : / / w w w . y a m a d a m u r a . n et

htt p : // Ⅵ w w . vi ll . y a m a d a . t o y a m a . j p/
-

m si m o/ o p/ o t a s u k e . h t m l

* 6 山田村 の家は, 広 い 廊下に面 した玄関を入ると広間, 仏間, 控えの 間などが続き, 玄関の 裏手

側に 台所, 居間, そ の 他の部屋 をもつ 大きな家が多い ｡ 見取り図の部屋 の名前は, 訪問先の 家

族が話 して くれ た呼び名をそのまま使 っ た｡

* 7 マ ッ キ ン ト ッシ ュ を希望した家庭に は, 統合 ソフ ト ｢ タラリス ワ ー

ク ス ｣ が配付されて い る ｡

* 8 桂寮は, 山田村 の小学校 の横に建て られて い る小中学生用の 合宿や冬期間の 宿泊施設で定員は

約7 0 名で ある ｡ 村 の 好意で , 学生達の宿泊用および本部と して利用された｡

* 9 ふれあい 祭りを , 学生が レ ポ ー トに順次まとめて ふれあい 祭り の ホ ー

ム ペ
ー ジに の せ る予定に

な っ て い る｡ また祭り総決算として のC D - R O M 作成が待たれ る所で ある｡

* 1 0 こ の講習をき っ かけに 講師やス タ ッ フ とな っ た
一

般社会人は ｢勝手に 山田村を応援する会｣ と

い うボラ ンテ ィ ア グル ー プ - と発展 して い る ｡

* 1 1 めだか の学校とは ,
作家の住井すゑさん が晩年, 身体が自由に動かなくな っ て も , 休む ことな

く開い て い た勉強会を, 誰もが先生で誰もが生徒になる ｢ めだかの 学校｣ で あると呼 んで い た

ことに起因する ｡

1)
山田村の電脳化は

｢
めだ か の学校｣ 方式でゆ っ くり進ん で い る ｡
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